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詳しくはWEBまたはEメールにてお問い合わせください。

www.japangreen.co.uk
Email:  checkup@japangreen.co.ukCity Clinic  10 Throgmorton Ave, London EC2N UK   Tel: +44 20 7330 1750

＜健康診断コース＞
日本の健康保険組合「労働安全衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じたコースをロンドンで受診できます。

●大人コース
日本の健康保険組合「労働安全衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じた基本コースや、生活習慣病や各種
がんなど疾病の早期発見を目的とした 4コース。

コンパクトコース  £230~

スタンダードコース  £400~ 
エグゼクティブコース  £650~ 
プレミアムコース  £830~

●レディース検診
婦人科検診、乳がん検診、ブライダルチェックの３コース。

●お子様コース
乳幼児（生後６ヶ月から２歳未満）、未就学児（２歳以上）、小学生
以上を対象とした３コース。

●オプション

＜ロンドン健康5つ星パック＞
健康診断のコースと、
ホテル宿泊をセットで
ご利用していただけ
ます。さらにユーロ
スターを加えたお得
なプランもご用意。
お一人さまからご家族
まで、ニーズに合わせ
た健診プランをご提供
いたします。

[お食事 ] 提携レストランのバウ
チャーで、おいしいお食事をお楽
しみいただけます。

[ホテル宿泊 ] 交通の便が良く、
ロンドンの絶好のロケーション
に位置するホテルで、快適にお
過ごしください。

ジャパングリーンメディカルセンターは、
日本の倉敷成人病センターを母体に、シンガ
ポール・上海・ロンドンと、世界で活躍され
る皆さまに、日本の規定に合った健診を
安心して受けていただける医療機関です。
日本に帰ることなく受けられる健康診断で
早期発見、早期治療を。

ロ
ン
ド
ン
で
健
康
診
断
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

ヨーロッパで最大手の医療機関
充実した設備

日本人医師、看護師で完全日本語対応
歯科検診も可能

土曜日午前中の健診も受付

脳ドック、内視鏡検査、MRI検査、ピロリ菌検査、超音波検査など。 ※写真はイメージです。

新型コロナウイルス肺炎感染拡大防止のため、
現在当院では健康診断を中断しております。
状況に応じて再開してまいりますので、詳しくは
お電話かEメールにてお問い合わせください。
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表紙：スヘルデ川のすぐそばにあるマルクト広場
写真：© www.woodmonkey.be

04 Travel

画家ルーベンスの街
アントワープ〈ベルギー〉

08 Europe Now

ヨーロッパの街から
フランス l パリ「パヴィヨン」

イタリア l トリノ「イゾラベッラ」

ポルトガル l ポルト「ポルト植物園」

ドイツ l ノイシュタット「ブドウ収穫祭」

トルコ l イスタンブール「トルコの朝ごはん『カフヴァルトゥ』」

13 Wine

今月の 1 本
ドメーヌ・ド・ロルチュ・ブラン・グランド・キュヴェ 

14 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
慢性の症状

15 Do you know?

ご存じですか？
サッカーの歴史

発　行　者：欧州日本通運
編集・制作：A Concept Limited

掲載記事および広告掲載に関するお問い合わせ

A Concept Limited
Beaufort House, 5 Middlesex Street, London E1 7AA UK
tel: 44 (0)20 7092 9019

l 本誌掲載の記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

l 本誌に掲載されている広告内容に関して、発行者および編集 
者は一切の責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

l  掲載する内容には万全を期しておりますが、取材後の変更等
もございますので、ご利用される場合はご自身でご確認くだ
さい。尚、記事の内容をご利用されて生じた損失やダメージ
に関しては、発行者および編集者は一切の責任を負いません
のであらかじめご了承ください。

欧州日通 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）　49 (0)211 90495 0
ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の日通支店までご連絡ください。

新型コロナウイルス（Covid-19）の影響で、
アトラクションやレストランなどの営業時間、
イベントの開催時期が変更されている場合が
ございます。事前にご確認ください。
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Belgium

画家ルーベンスの街
アントワープ
アントワープは首都ブリュッセルの北方約 47 キロメートル、スヘルデ川の河口に広がる、欧州で 2 番目
に大きい港を持つ湾岸都市である。中世からヨーロッパ交易の拠点で、その豊かな経済力をバックに芸術・
文化が花開き、16 世紀にはバロック芸術の都と称される黄金時代を迎えた。バロックの巨匠、ルーベン
スがその生涯のほとんどを過ごしたアントワープに、彼の足跡を訪ねてみよう。

アントワープ

Antwerp1
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美
し
過
ぎ
る
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
駅

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
へ
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
中
央
駅
か
ら

列
車
で
約
40
分
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。「
世
界
で
最

も
美
し
い
駅
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
こ
の
駅
は
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
ド
ー
ム
型
の
天
井
や
大
理
石
、
金
箔
で
飾
ら

れ
た
豪
華
な
ホ
ー
ル
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
駅
を
出
る
前
に
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
の
が
、
昔
の
一

等
客
室
用
の
待
合
室
を
改
装
し
た
、
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲

気
の
カ
フ
ェ
。
お
茶
や
簡
単
な
食
事
が
で
き
る
の
で
便

利
だ
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
と
い
え
ば
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と

「
モ
ー
ド
」。
そ
し
て
日
本
人
に
は
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の

犬
』
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
聖
母
大

聖
堂
へ
は
、
メ
ト
ロ
で
10
分
程
だ
が
、
駅
前
を
真
っ
す

ぐ
に
延
び
る
カ
イ
ザ
ー
大
通
り
を
歩
い
て
も
30
分
弱
で

着
く
。
道
中
に
も
必
見
の
名
画
が
あ
る
の
で
、
寄
り
道

を
し
な
が
ら
行
っ
て
み
た
い
。

ル
ー
ベ
ン
ス
の
邸
宅

カ
イ
ザ
ー
大
通
り
が
途
中
で
メ
イ
ー
ル
通
り
と
名

前
を
変
え
る
あ
た
り
の
左
側
に
小
さ
な
噴
水
が
あ
る
。

そ
こ
を
左
に
曲
が
る
と
ル
ー
ベ
ン
ス
の
邸
宅
が
あ
る
。

ル
ー
ベ
ン
ス
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
の
修
行
を
終
え
、

親
方
に
な
っ
た
後
、
当
時
の
画
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
古
典
美
術
の
宝
庫
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
に
向
か
っ

た
。
そ
こ
で
マ
ン
ト
ヴ
ァ
公
の
知
己
を
得
て
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
や
ロ
ー
マ
な
ど
で
古
代
お
よ
び
ル
ネ
サ
ン
ス
美

術
の
作
品
を
見
て
回
り
、
8
年
間
滞
在
し
た
。

帰
国
後
に
購
入
し
た
家
を
自
ら
の
設
計
で
改
修
し
、

63
歳
で
生
涯
を
終
え
る
ま
で
こ
こ
で
家
族
と
暮
ら
し

た
。
住
宅
兼
ア
ト
リ
エ
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
や
ル
ネ
サ

ン
ス
の
影
響
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
自
宅
と
ア
ト
リ

エ
を
結
ぶ
ポ
ル
テ
ィ
コ
（
柱
廊
）
や
庭
園
は
ま
さ
に
イ

タ
リ
ア
的
で
あ
る
。

ル
ー
ベ
ン
ス
は
7
カ
国
語
を
操
り
、
画
家
と
し
て
、

ま
た
外
交
官
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
駆
け
巡
っ
た
。
そ

の
力
量
は
、
敵
対
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
と
英
国
を
和

議
に
導
き
、
両
国
王
か
ら
ナ
イ
ト
（
騎
士
）
の
称
号
を

授
与
さ
れ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。
そ
ん
な
彼
の
元
に 

は
、
世
界
中
か
ら
貴
族
や
要
人
、
芸
術
家
が
集
っ
た
と

い
う
。
当
時
の
ま
ま
に
再
現
さ
れ
た
居
間
や
食
堂
、
ア

ト
リ
エ
。
そ
し
て
自
画
像
を
は
じ
め
と
す
る
絵
画
や
彼

が
収
集
し
た
古
美
術
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ル
ー
ベ
ン
ス
が
眠
る
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
へ

ル
ー
ベ
ン
ス
の
邸
宅
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
北
に
あ
る

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
は
、
聖
母
大
聖
堂
に
次
ぐ
2
番
目
に
重

要
な
教
会
で
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
地
区
教
会
だ
っ
た
。
ミ

サ
に
列
席
し
、
2
度
目
の
妻
、
エ
レ
ー
ナ
・
フ
ル
マ
ン

と
の
結
婚
式
を
挙
げ
、
子
ど
も
た
ち
も
洗
礼
を
受
け
た

と
い
う
生
活
に
密
着
し
た
場
所
だ
。

主
祭
壇
の
後
ろ
と
い
う
最
上
の
場
所
に
ル
ー
ベ
ン
ス

家
の
礼
拝
堂
は
あ
る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
作
の
『
聖
人
に
囲

1 グルーン広場ではルーベンスの像が迎えてくれる　2 ルーベンスの邸宅のポルティコと庭園　3 聖ヤコブ
教会のルーベンスの墓　写真：1・3 © SigridSpinnox.com、2 © Visit Antwerpen Rubenshouse

2

3

Nippon Express Belgium N.V.

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814
FAX +32 (0)2 751 9246  E-MAIL: neb.removal@neeur.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ
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ま
れ
た
マ
リ
ア
』
が
架
か
っ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
は
顧

客
の
注
文
を
受
け
て
描
い
た
も
の
で
、
描
か
れ
た
人
物

な
ど
は
ル
ー
ベ
ン
ス
家
と
は
無
縁
で
あ
る
。
教
会
の
建

物
は
堅
固
な
ブ
ラ
バ
ン
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
だ
が
、
内

装
は
華
麗
な
バ
ロ
ッ
ク
様
式
で
、
質
の
高
い
美
術
品
を

多
く
所
有
し
て
い
る
の
で
、
じ
っ
く
り
見
学
し
た
い
。

な
お
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
の
他
の
教
会
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

で
か
な
り
の
損
害
を
被
っ
た
が
、
こ
の
教
会
だ
け
は
被

害
を
免
れ
た
の
で
、
当
時
の
ま
ま
の
姿
が
保
た
れ
て
い

る
の
も
興
味
深
い
。

聖
母
大
聖
堂
の

『
キ
リ
ス
ト
昇
架
』『
キ
リ
ス
ト
降
架
』

メ
イ
ー
ル
通
り
に
戻
り
少
し
進
む
と
、
聖
母
大
聖

堂
の
美
し
い
尖
塔
が
見
え
る
グ
ル
ー
ン
広
場
に
到
着
す

る
。
ホ
テ
ル
や
カ
フ
ェ
の
立
ち
並
ぶ
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

で
も
っ
と
も
活
気
あ
ふ
れ
る
場
所
で
、
メ
ト
ロ
で
来
る

な
ら
こ
こ
で
下
車
す
る
と
よ
い
。
大
聖
堂
は
フ
ラ
ン
ド

ル
最
大
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
、
1
2
3
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
を
誇
る
鐘
楼
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

大
聖
堂
の
中
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
内
部
が

暗
い
他
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
教
会
と
は
異
な
り
、
ま
ぶ

し
い
ば
か
り
の
明
る
さ
に
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。
高
い
天

井
か
ら
の
陽
光
、
大
き
な
窓
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら

差
し
込
む
光
が
白
い
内
部
に
反
射
し
て
、
神
の
家
に
ふ

さ
わ
し
い
荘
厳
さ
に
満
ち
て
い
る
。

ル
ー
ベ
ン
ス
の
4
点
の
名
画
に
関
し
て
は
詳
し
い
説

明
書
が
絵
の
前
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

制
作
の
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
イ
タ
リ
ア

か
ら
戻
っ
た
新
婚
早
々
の
ル
ー
ベ
ン
ス
に
、
聖
ヴ
ァ
ル

ブ
ル
ヒ
ス
区
教
会
か
ら
、
祭
壇
画
『
キ
リ
ス
ト
昇
架
』

の
制
作
依
頼
が
来
た
。
ル
ー
ベ
ン
ス
が
大
作
を
描
い

た
背
景
に
は
、
1
5
6
6
年
の
聖
像
破
壊
運
動
が
影

響
し
て
い
る
。
偶
像
破
壊
で
空
っ
ぽ
に

な
っ
た
巨
大
な
空
間
を
埋
め
る
た
め
、

大
き
な
絵
画
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
。

同
教
会
が
1
8
1
7
年
に
取
り
壊
し

に
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
聖
母
大
聖
堂

の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ネ
ロ
少
年
が
見
る
こ
と

を
熱
望
し
た
『
キ
リ
ス
ト
昇
架
』『
キ

リ
ス
ト
降
架
』
だ
が
、
か
つ
て
は
両
作

品
は
厚
い
カ
ー
テ
ン
で
覆
わ
れ
て
お

り
、
施
し
を
し
た
者
だ
け
が
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な

り
、日
本
人
の
涙
を
誘
う
『
フ
ラ
ン
ダ
ー

ス
の
犬
』
が
作
ら
れ
た
わ
け
だ
。

ル
ー
ベ
ン
ス
が
装
飾
し
た

聖
カ
ロ
ル
ス
・
ボ
ロ
メ
ウ
ス
教
会

聖
母
大
聖
堂
か
ら
数
分
歩
く
と
、
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の

装
飾
が
華
や
か
な
聖
カ
ロ
ル
ス
・
ボ
ロ
メ
ウ
ス
教
会
が

姿
を
見
せ
る
。
1
6
2
1
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
が
画
家
、
建
築
家
、
室
内
装

飾
家
と
し
て
活
躍
し
た
教
会
だ
。
残
念
な
が
ら
18
世
紀

に
起
こ
っ
た
火
事
に
よ
り
、
ル
ー
ベ
ン
ス
が
描
い
た
祭

壇
画
や
天
井
画
は
失
わ
れ
、
フ
ァ
サ
ー
ド
の
み
が
そ
の

面
影
を
残
し
て
い
る
。
白
と
金
で
統
一
さ
れ
た
内
装
は

思
わ
ず
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
。
主
祭
壇
に
は
、
ル
ー

ベ
ン
ス
に
師
事
し
た
コ
ル
ネ
ー
リ
ス
・
シ
ュ
ツ
ト
の

『
聖
母
マ
リ
ア
の
即
位
』、
そ
の
右
隣
の
礼
拝
堂
に
は

2
4
0
年
の
時
を
経
て
2
0
1
7
年
に
戻
っ
て
き
た

ル
ー
ベ
ン
ス
の
『
聖
家
族
の
エ
ジ
プ
ト
逃
避
』
が
飾
ら

れ
て
い
る
。

美
術
鑑
賞
の
後
は

ル
ー
ベ
ン
ス
の
主
な
作
品
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
彼

の
作
品
が
見
ら
れ
る
場
所
は
、
こ
こ
以
外
に
も
「
ア
ン

ト
ワ
ー
プ
王
立
美
術
館
」、「
プ
ラ
ン
タ
ン
・
モ
レ
ト
ゥ

5

5
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ス
印
刷
博
物
館
（
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
）」、「
聖
パ

ウ
ロ
教
会
」
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

さ
て
、
美
術
鑑
賞
や
教
会
見
学
は
苦
手
と
い
う
方

に
は
グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
お
勧
め
し
た
い
。
出

発
点
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
中
央
駅
近
く
に
は
、
日
本
に
も

支
店
が
あ
る
有
名
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
「
デ
ル
レ
イ
」
が
あ

り
、
お
し
ゃ
れ
な
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
併
設
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ラ
ン
チ
や
お
茶
が
楽
し
め
る
。

ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ベ
ル
ギ
ー
王
も
滞
在
し
た

豪
華
な
メ
イ
ー
ル
宮
殿
（
メ
イ
ー
ル
通
り
50
番
地
）
に

は
、
遊
び
心
と
独
創
性
に
あ
ふ
れ
た
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ

の
店
「
ザ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
」
が
入
っ
て
い

る
。
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て
い
る
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
生
活
雑
貨
の
店
、
手
ご

ろ
な
値
段
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
ひ
し
め
き
合
っ

て
い
る
の
で
、
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
。

近
く
の
ス
フ
ッ
テ
ル
ス
ホ
フ
通
り
や
ワ
ッ
パ
ー
広
場

の
辺
り
に
は
、
エ
ル
メ
ス
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

モ
ー
ド
の
最
先
端
の
店
が
軒
を
並
べ
、
コ
メ
デ
ィ
ー
広

場
の
西
側
に
は
パ
ン
屋
や
ス
ナ
ッ
ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
類

が
評
判
の
店
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
や
、
食

事
も
で
き
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
い
ゴ
ー
フ

ル
店
「
デ
ジ
レ
・
ド
・
リ
ー
ル
」
な
ど
庶
民
的
な
店
が

並
び
、
活
気
に
満
ち
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
買
い
物
を
よ
り
楽
し
み
た

け
れ
ば
、
モ
レ
ト
ゥ
ス
印
刷
博
物
館
の
近
く
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
通
り
や
、
カ
ル
メ
ン
通
り
へ
行
く
の
も
い
い
だ

ろ
う
。

観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
聖
母
大
聖
堂
か
ら
程
近
い

マ
ル
ク
ト
広
場
だ
。
ロ
ー
マ
の
兵
士
ブ
ラ
ボ
ー
が
巨
人

の
手
を
投
げ
る
銅
像
が
立
つ
広
場
を
囲
み
、
豪
華
な
市

庁
舎
や
ギ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
。
か
つ

て
中
世
の
国
際
都
市
と
し
て
活
躍
し
た
黄
金

時
代
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
地
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
当
時
に
想

い
を
は
せ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
宮
崎 

真
紀
）

● アントワープ観光局 
www.visitantwerpen.be

4 グルーン広場から望む聖母大聖堂の尖塔　5 聖母大聖堂のルーベンス作『キリストの復活』もお見逃しなく
6 足元にひざまずく女性の涙までしっかり描かれている『キリスト降架』　7 デルレイはチョコレートもおいし
い　8 聖カロルス・ボロメウス教会のルーベンス作『聖家族のエジプト逃避』　9 星付きレストランも多いグル
メの街アントワープ　10 18 世紀の貴族の館が並ぶメイール通り　写真：4・7 〜 10 © MakiMiyazaki、5 © 
Jan Crab、6 © Visit Antwerpen
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www.nipponexpress.com/moving/frフランス日通
公式サイト ：

フランス日本通運 パリ海外引越センター
お問い合わせは、日本語でどうぞ。
1 rue du Chapelier, BP 18177   95702 ROISSY CDG CEDEX

TEL +33 (0)1-4184 6350 E-MAIL  nittsu.paris@neeur.com

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
の
中
程

に
あ
る
新
緑
に
囲
ま
れ
た
瀟

し
ょ
う
し
ゃ洒
な
館

「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
・
ル
ド
ワ
イ
ヤ
ン
」
は
、

1
7
9
2
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
後

に
創
建
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
だ
。

敷
地
内
に
は
3
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
を
代
表

す
る
ス
タ
ー
シ
ェ
フ
の
ヤ
ニ
ッ
ク
・

ア
レ
ノ
が
総
指
揮
を
執
っ
て
い
る
。

彼
自
身
が
厨
房
に
立
つ
ミ
シ
ュ
ラ
ン

3
つ
星
の
高
級
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

「
ア
レ
ノ
・
パ
リ
」、
日
本
人
の
板
前

が
腕
を
振
る
う
2
つ
星
の
寿
司
店

「
ラ
ビ
ス
」、
そ
し
て
1
つ
星
の
フ

レ
ン
チ
割
烹
「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
」。

2
0
1
9
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
」
は
、
3
カ
月
後

に
早
く
も
1
つ
星
を
獲
得
。
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
囲
む
カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
中
心
で
、
シ
ェ
フ
の
華
麗
な
手

さ
ば
き
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
で
き

る
の
が
魅
力
だ
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
内

装
は
、
世
界
的
に
知
ら
れ
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
シ
ャ
ハ
ン
・
ミ
ナ
シ
ア
ン
が

手
掛
け
た
。

料
理
は
ア
ラ
カ
ル
ト
中
心
。
フ
ォ

ア
グ
ラ
入
り
チ
ー
ズ
ス
フ
レ
、
帆
立

貝
の
ク
ネ
ル
、
平
目
や
オ
マ
ー
ル
海

老
を
使
っ
た
ヤ
ニ
ッ
ク
・
ア
レ
ノ
の

代
表
料
理
か
ら
、
パ
ス
タ
料
理
や
牛

肉
の
タ
ル
タ
ル
ス
テ
ー
キ
な
ど
庶
民

的
な
料
理
ま
で
充
実
し
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
、
主
菜
の
付
け
合
わ
せ

が
揚
げ
た
て
の
天
ぷ
ら
に
統
一
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
丁
寧
に
作
ら
れ
た

料
理
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
、
居

心
地
の
良
さ
な
ど
す
べ
て
に
お
い
て

非
常
に
優
秀
な
店
で
、
一
度
は
訪
れ

る
価
値
が
あ
る
。                    

（
魚
住 

桜
子
）

［ フランス ● パリ ］

フランスを代表するシェフが手掛けるフレンチ割烹

パヴィヨン

INFORMATION
パヴィヨン 

Pavyllon
8 Avenue Dutuit, 75008 Paris

+33 0 1 53 05 10 00 
www.yannick-alleno.com 

時間：ランチ 12:00 – 15:00、ディナー 18:30 – 23:00
休：土・日・月（ランチ）・火・水 

料金：アラカルト 60 〜 100€、ランチ 68€ 〜

France
1 シェフのヤニック・アレノ氏（右）とデザイナーのシャハン・ミナシアン氏（左）　
2 メインの付け合わせは揚げたての天ぷらがサーブされる　3 広々としたカウン
ター席を中心とした内装　写真：1・3 © Veronese、2 © Nicolas Lobbestael
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引越しは

日本だけでは

ありません！

イ
タ
リ
ア
北
部
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ

ス
の
南
側
に
同
国
第
2
の
大
き
さ
を

誇
る
湖
、
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
湖
が
あ
る
。

こ
の
湖
に
点
在
す
る
島
々
は
観
光
名

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最

も
有
名
な
の
が
「
イ
ゾ
ラ
ベ
ッ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
島
だ
。

避
暑
地
ス
ト
レ
ー
ザ
か
ら
船
で
10

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
長
さ
3
2
0

メ
ー
ト
ル
、
幅
1
8
0
メ
ー
ト
ル
の

こ
の
島
に
は
、
16
世
紀
に
ミ
ラ
ノ
を

拠
点
と
し
て
栄
え
た
ボ
ッ
ロ
メ
オ
家

の
ヴ
ィ
ラ
が
建
設
さ
れ
た
。
バ
ロ
ッ

ク
様
式
の
傑
作
と
名
高
い
、
見
応
え

た
っ
ぷ
り
の
島
は
、
ボ
ッ
ロ
メ
オ
家

の
住
居
で
あ
る
宮
殿
と
庭
園
に
分
か

れ
て
お
り
、
1
時
間
程
あ
れ
ば
歩
い

て
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

広
大
な
宮
殿
に
は
何
百
点
も
の
絵

画
、
調
度
品
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
展

示
さ
れ
、
珍
し
い
貝
殻
で
装
飾
さ
れ

た
庭
園
洞
窟
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
庭
園
は
植
物
園
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
の
規
模
で
、
世

界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
季
節
ご
と
の

花
々
が
見
事
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
世
界
で
も
珍
し
い
真
っ

白
な
ク
ジ
ャ
ク
も
生
息
し
て
お
り
、

訪
問
者
を
魅
了
し
て
く
れ
る
。
宮
殿

と
庭
園
の
優
雅
な
姿
か
ら
、
当
時
の

ボ
ッ
ロ
メ
オ
家
の
財
力
の
凄
ま
じ
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
の
奥

深
さ
と
荘
厳
さ
に
驚
き
の
声
が
漏
れ

る
ば
か
り
。

湖
に
浮
か
ぶ
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の

よ
う
な
こ
の
島
は
、
イ
タ
リ
ア
が
誇

る
壮
大
な
歴
史
の
金
字
塔
と
呼
ん
で

も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　（
佐
武 
辰
之
佑
）

［ イタリア ● ミラノ ］

まるで湖に浮かぶベルサイユ宮殿

イゾラベッラ

INFORMATION
イゾラベッラ 
Isola Bella
Piazzale Lido 28838 Stresa (VB)
+39 0323 31358 
www.isoleborromee.com/isola-bella-stresa-lago-maggiore.html 
時間：9:00 – 18:00（入場は 30 分前まで）
料金：17€

Italy1 イゾラベッラとは「美しい島」という意味。まさにこの島の名前にぴったり　2 いつ訪れても手入れが行き届いている庭園。ここから眺め
る湖の風景はどこを切り取っても絵葉書のように美しい　3 宮殿内のホールにはこの島のジオラマが展示されている　写真：© 佐武辰之佑
Tatsunosuke Satake
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Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130

［ ポルトガル ● ポルト ］

750 種類のツバキで国際優秀園認定を受けた

ポルト植物園

INFORMATION
ポルト植物園 
Jardim Botânico do Porto
Rua do Campo Alegre 1191, 4150-181 Porto 
+351 22 040 8700 
https://jardimbotanico.up.pt 
時間：月〜金9:00 – 18:00、土・日 10:00 – 18:00 
料金：無料

23

古
く
は
「
キ
ン
タ
・
デ
・
カ
ン

ポ
ア
レ
グ
レ
」
と
呼
ば
れ
た
ポ
ル

ト
植
物
園
は
、
ポ
ル
ト
大
学
理
学

部
・
文
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
じ
カ

ン
ポ
ア
レ
グ
レ
通
り
に
あ
る
。
19
世

紀
後
期
に
ポ
ル
ト
ワ
イ
ン
業
者
の
ア

ン
ド
レ
ッ
セ
ン
が
、
こ
の
一
帯
の
土

地
を
手
に
入
れ
て
造
園
し
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
建
築
の
屋
敷

「
カ
ー
ザ
・
ア
ン
ド
レ
ッ
セ
ン
」
を

建
て
た
の
が
始
ま
り
だ
。
ち
な
み
に

同
国
の
著
名
な
作
家
ソ
フ
ィ
ア
・
ア

ン
ド
レ
ッ
セ
ン
も
、
こ
の
屋
敷
に
住

ん
で
い
た
と
い
う
。

20
世
紀
半
ば
に
土
地
の
所
有
権
が

ポ
ル
ト
市
に
移
る
と
、
植
物
園
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
た
。
屋
敷
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
、
ポ
ル
ト
大
学
理
学
部

が
管
理
す
る
自
然
科
学
歴
史
博
物
館

と
な
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
色
の
鉄
柵

の
門
を
入
る
と
す
ぐ
カ
ー
ザ
・
ア
ン

ド
レ
ッ
セ
ン
こ
と
博
物
館
が
あ
る
。

館
の
裏
に
は
小
さ
な
バ
ラ
園
や
ツ

バ
キ
園
な
ど
の
花
園
、
多
肉
植
物
や

熱
帯
植
物
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
サ

ボ
テ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
池
か
ら
な
る
森

が
広
が
り
、
古
い
樹
木
や
ポ
ル
ト
ガ

ル
で
は
珍
し
い
イ
チ
ョ
ウ
の
木
も
見

ら
れ
る
。
ま
た
春
先
に
は
、
日
本
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
「
ジ
ャ
ポ
ネ
イ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
7
5
0
種
類
の
ツ
バ

キ
が
園
を
見
事
に
彩
る
。

四
季
を
通
じ
て
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
植
物
園
だ
が
、
特
に
夏
に

見
ら
れ
る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
青
紫
と

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
赤
や
黄
色
の

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
華
や
か

だ
。
市
内
観
光
に
疲
れ
て
少
し
息
抜

き
し
い
と
い
う
と
き
に
お
勧
め
し
た

い
。                  

（
C
・
S 
優
子
）

Portugal1 カーザ・アンドレッセンこと自然科学歴史博物館　2 ジャカランダとブーゲ
ンビリアが色を競う　3 棘に似合わず可愛い花を咲かせるサボテン　4 バラ園
のそばにある睡蓮池の清楚な花

4

3
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ド
イ
ツ
西
南
部
の
ワ
イ
ン
街
道
沿

い
に
あ
る
街
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で

毎
秋
、
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
「
ブ
ド
ウ

収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
例
年
9

月
末
か
ら
10
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る

こ
の
祭
典
は
、
ワ
イ
ン
試
飲
を
は
じ

め
、
移
動
遊
園
地
、
ブ
ド
ウ
栽
培
業

者
や
ワ
イ
ン
醸
造
家
な
ど
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
、
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
見
ど

こ
ろ
満
載
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
今

年
も
ブ
ド
ウ
を
無
事
収
穫
で
き
た
と

い
う
感
謝
の
意
を
込
め
た
祭
り
、
市

民
に
と
っ
て
は
家
族
で
楽
し
む
秋
祭

り
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

収
穫
祭
に
先
駆
け
て
、
9
月
下
旬

に
新
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
女
王
と
プ
リ
ン

セ
ス
を
選
定
す
る
た
め
の
審
査
会
が

開
か
れ
る
。
女
王
と
プ
リ
ン
セ
ス

は
、
1
年
間
に
わ
た
り
国
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン

の
魅
力
を
紹
介
す
る
。
会
場
に
集
合

し
た
国
内
13
カ
所
の
ワ
イ
ン
生
産
地

域
の
代
表
者
は
、
大
学
教
授
や
専
門

家
に
よ
る
質
疑
応
答
に
挑
戦
。
そ
の

う
ち
1
つ
は
英
語
で
出
題
さ
れ
英
語

で
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ワ
イ

ン
の
楽
し
み
方
や
時
流
に
見
合
っ
た

知
識
も
求
め
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
ワ
イ

ン
協
会
任
命
の
政
界
、
業
界
関
係
者
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
計
70
名
の
審
査
員

に
よ
る
評
価
を
集
計
し
、
予
選
で
6

名
を
選
出
、
1
週
間
後
の
決
勝
戦
で

新
任
者
を
選
定
す
る
。

女
王
が
選
出
さ
れ
る
と
、
い
よ
い

よ
ブ
ド
ウ
収
穫
祭
の
幕
開
け
だ
。
新

女
王
の
初
仕
事
は
、
パ
レ
ー
ド
へ
の

参
加
。
道
路
沿
い
は
新
女
王
を
一
目

見
よ
う
と
待
ち
受
け
る
観
客
で
ご
っ

た
返
す
が
、
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 

典
子
）

［ ドイツ ● ノイシュタット ］

ドイツワイン女王・プリンセスとワインの秋祭り

ブドウ収穫祭

INFORMATION
ブドウ収穫祭 

Deutsches Weinfest
Neustadt an der Weinstrasse

www.neustadt.eu/Wein-Tourismus/Deutsches-Weinlesefest
期間：2020 年 10 月 2 日〜 12 日

（パレードは 10 月 10 日予定）

Germany
1 収穫祭では醸造家がワインを見物客にふるまう　2 会場前にはスタンドが
並び、訪問者がワインを満喫できる　3 昨年度の女王とプリンセスから王冠
を受け継ぐ新女王とプリンセス　4 ブドウ収穫祭パレードの様子　写真：© 
norikospitznagel
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europe  now ヨーロッパの街から

平
日
の
朝
は
仕
事
や
学
校
へ
足

早
に
急
ぐ
人
も
、
休
日
と
な
る
と
決

ま
っ
て
朝
寝
坊
。
ゆ
っ
く
り
起
き

て
、
た
っ
ぷ
り
の
朝
食
「
カ
フ
ヴ
ァ

ル
ト
ゥ
」
を
家
族
や
友
人
た
ち
と
楽

し
む
。
旅
行
者
も
ホ
テ
ル
で
出
さ
れ

る
モ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
ぶ
り
に
驚
く

だ
ろ
う
。
乳
製
品
や
オ
リ
ー
ブ
の
種

類
も
多
く
、
パ
ン
も
お
い
し
い
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、

ト
ル
コ
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
発
祥
の
地

で
、
消
費
量
も
世
界
一
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
。
ス
ー
パ
ー
で
は
2
〜
3

キ
ロ
の
バ
ケ
ツ
サ
イ
ズ
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
。
素
材
は
牛
、
羊
、
山
羊
、
水

牛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
ポ
テ
ト
フ
ラ

イ
に
は
す
り
潰
し
た
ニ
ン
ニ
ク
と
塩

を
混
ぜ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
が
よ

く
合
う
。

ユ
フ
カ
と
呼
ば
れ
る
パ
ン
に
は
生

野
菜
や
茹
で
卵
な
ど
何
を
挟
ん
で
も

お
い
し
い
。
ジ
ャ
ム
や
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
は
旬
の
時
期
に
家
庭
で
1
年
分
手

作
り
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
ミ
ル
ク

を
温
め
た
際
に
で
き
る
上
澄
み
部
分

（
カ
イ
マ
ッ
ク
）
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
合

わ
せ
る
と
魅
惑
の
「
バ
ル
カ
イ
マ
ッ

ク
」
と
な
り
、
パ
ン
が
い
く
ら
で
も

食
べ
ら
れ
る
。
ブ
ド
ウ
や
桑
の
実
を

煮
詰
め
て
作
る
「
ぺ
ク
メ
ズ
」
は
滋

養
効
果
満
点
で
、
パ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
に
か
け
た
り
、タ
ヒ
ン
（
ゴ
マ
ペ
ー

ス
ト
）
と
混
ぜ
る
と
さ
ら
に
食
べ
や

す
く
栄
養
価
も
高
ま
る
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
朝
食
メ
ニ
ュ
ー

を
出
し
て
い
る
店
も
多
く
、
地
方
に

行
け
ば
よ
り
新
鮮
な
素
材
と
出
会
う

だ
ろ
う
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
と
チ
ャ

イ
を
お
代
わ
り
し
な
が
ら
時
間
を
忘

れ
て
楽
し
ん
で
。（
ダ
ー
ル 

ト
モ
エ
）

1 充実したカフヴァルトゥと、たっぷり沸かせる 2 段式のチャイポット　2 薄く焼かれたパン「ユ
フカ」に新鮮な野菜を挟んで　3 家庭でお母さんが焼いたパン　写真：© tomoedagli

Turkey

［ トルコ ● イスタンブール ］

休日の朝の楽しみ

トルコの朝ごはん「カフヴァルトゥ」

3 2 1

Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  K. 15  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey 
TEL: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
e-mail removal.istanbul@neeur.com

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr



フランス南部のラングドック・ルーション地方は、ロー

ヌ川の西側から地中海沿岸に広がり、ピレネー山脈のス

ペイン国境まで続く広大な、国内生産量第 1 位のワイン

産地です（全体の 3 分の 1）。

暑く乾燥した夏と穏やかな冬の地中海性気候、ブドウ

畑を乾燥させ病害から守る強い風のおかげで、古くから

ワインが造られてきました。1980 年以降は、品質向上

に努める生産者、新たな可能性を求め参入してきた醸造

家などにより、伝統と革新が入り交じり個性があふれ、「フ

ランスのニューワールド」と呼ばれるようになりました。

ここでは、土壌はシスト（片岩）や石灰岩質が多め。

この地方特有の灌木林地帯「ガリッグ」は、ワインに独

特のハーブのニュアンスを与えます。白ブドウ品種はス

ペインの土着品種やフランス北部に多いシャルドネなど

さまざまで、黒ブドウ品種は暖かい気候を好む、北に隣

接するコート・デュ・ローヌ地方のものと似ています。

いずれも、太陽をたくさん浴びた温かみのあるワインが

多くなります。

ドメーヌがあるのは、ラングドック最北の AOC ピッ 

ク・サン・ルー。この場所のシンボルは、白亜紀の隆起

現象でできた鋭い三角形のピック・サン・ルー（658 メー

トル）と、向かい合ってそびえ立つ石灰岩台地モンター

ニュ・ド・ロルチュ（512 メートル）。

農業技師であったジャン・オルリヤック氏が、1970

年代、この 2 つの山の谷間の荒れ放題だった土地に可能

性を見出し、ブドウ栽培に臨んだのが始まり。現在は 60

ヘクタールの畑を所有、ジャン氏の 4 人の子どもたちが

運営を担っています。

Hortus とはラテン語で庭の意味。2 つの山に守られた

プライベートガーデンのようなこの土地は、静かでいて

ドラマチック、神聖な空気さえ感じます。ここに眠って

いた命を蘇らせ、ラングドック最高のワインを造るべく、

家族一丸となり真摯に、情熱と培った知識を注ぎ込んで

います。

この白ワインは煌
きら

めく黄金色。レモンのきりりとした

酸味に、ステンレスタンク発酵のヴィオニエ種からの、

アンズやアカシアの花のピュアで芳しい風味が続き、樽

発酵のシャルドネ種によるコクが表情と奥行きを与えて

います。余韻も心地良く、2017 年（19€）ものは、こ

れからまだ 5 年は熟成が続くでしょう。

清らかで可憐な花の咲き乱れる楽園に佇み、時のたつ

のも忘れてしまう、そんな気分になるワインです。

（鈴木 かづみ）

【生産地】
フランス・ラングドック・ルー
ション地方・ラングドック地区・
ピック・サン・ルー

【ブドウの品種】
シャルドネ 55％　ヴィオニエ
25％　ソーヴィニヨン・グリ
10％　プティ・マンサン 10％

（2017 年ヴィンテージ）

【ワインひとくちメモ】
ラングドックでは、AOC（原産
地呼称保護：特定の産地からの
上級ワイン）の下の格付けであ
る IGP（地理的表示保護、旧ヴァ
ン・ド・ペイ：より広い生産地
域からのテーブルワイン）が全
体の生産量の 60% です。AOC
の細かい規定に縛られることを
嫌い、あえて IGP とする個性豊
かで高品質なワインも多く、価
格も比較的リーズナブル。

Domaine de l’Hortus Blanc Grande 
Cuvée IGP Val de Montferrand 
ドメーヌ・ド・ロルチュ・ブラン・グランド・キュヴェ・IGP・ヴァル・ド・モンフェラン

ドメーヌ・ド・ロルチュのブドウ畑ドメーヌ・ド・ロルチュのブドウ畑
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オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
TEL: +31(0)20-500-5200　FAX: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-MAIL: removals@neeur.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック
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慢性の症状って何？ 
言葉のとおり、慢性になってい

る症状です。例えば、疲労、便秘

や下痢、胸やけ、お腹の張り、肩

こり、関節痛、鼻炎、定期的な頭

痛、生理前症候群、寝不足や睡眠

障害、手足の冷え、耳鳴り、皮膚炎、

水虫、乾燥肌、痒みなどの症状が、

３カ月以上継続する場合には、慢性の症状として挙げられます。症

状が気にならない程度であれば、特に何もしないという人は少なく

ないと思います。これらは通常、命に関わる問題ではないため、特

に早急な処置を必要としません。症状が一時的に悪化した場合には、

応急処置的な薬やサプリメントなどに頼る人が圧倒的に多いような

気がします。必要なときの症状緩和は大いに有効ですが、これらは

発生源に働きかけるわけではないので、根本的な問題部分の改善を

目指すことが理想的だと言えるでしょう。

日頃の健康と、慢性の症状
例えば、ちょっとした疲れなど特に気にならないようなことでも、

長期間続く場合には継続して負担を抱えることになります。負担が

かかればかかるほど、体内では現状維持にエネルギーが費やされる

ようになり、通常行われる細胞や組織の修復作業に手が回らなくな

ります。傷んだ部分がどんどん大きくなれば、病気となって表面化

します。この状況を逆方向から見た場合、負担は少ないほど効率よ

く修復や再生を行うことができるということになります。

対処法
症状の関わっている代謝経路や器官によって、具体的な対処法は

異なります。ただし、健康の軸となる部分はすべての人に共通する

ことなので、生活の基本部分を最良化することから始めてみてはい

かがでしょうか。まずは、毎日快眠を得ること。その次に、新鮮な

野菜各種を中心とするバランスの取れた食事を 1 日 2 〜 3 回、よ

く噛んで楽しむこと。食事中ではなく、食間に十分な水分補給をす

ること。お通じは毎日最低 1 回。定期的な運動やストレス解消に加

え、心身共にデトックスを積極的に取り入れること。そして最後に、

環境汚染によって受けるダメージを最低限にすること。これには、

目に見えない空気汚染、各種の物質が入り込む水の汚染、土壌汚染

による食品の汚染などが含まれます。

何事も基本が肝心なので、これらに取り組み始めるだけでも、長

年を共にした症状に改善が見られるか、他の部分で体調の改善に気

づくようになるかもしれません。日々の積み重ねが大きなパワーと

なるため、改善余地があるなら取り組む価値はありそうです。

慢性の症状
いつもある症状は「ある」ことが普通になって、対処することから遠のいていませんか？

そのまま放置せずに、体内で起きている不調が対応を求めているサインだと受け取めましょう。
一つでもできることから始めて、症状の改善や克服に取り組むことはとても大切です。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )
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新型コロナウイルスの影響により、今夏に予定されていた「第 16

回サッカー欧州選手権（ユーロ 2020）」が 2021 年に延期になった

のをはじめ、欧州各国ではサッカー公式戦が中止・延期になりました

が、8 月下旬からの新シーズン開幕を心待ちにしているファンの方も

多いでしょう。そこで、今回はサッカーの歴史をたどってみました。

ボール状のものを足で蹴って遊んだり競ったりということは、昔か

ら世界各地で行われていたようで、古代のエジプト、ギリシャ、ローマ、

南米などで文献や遺物が発見されていますが、サッカーの起源には諸

説あります。一番有名なのは、中国の伝統文化である蹴鞠（しゅうき

く）で、紀元前 300 年頃の斉で行われていたそう。また、15 世紀頃

のイタリアでは、街の広場で足と手を使ってボールを運ぶカルチョと

いう競技があり、これがサッカーの起源になったという説もあります。

一方、中世イングランドの街や村で行われていた競技は、参加者数の

制限なし、ルールも殺人以外の規制なしという荒々しいもので、死亡

事故が起きることも多く、度々禁止令が出されていたようです。

スポーツとしてのサッカーが確立されたのは、18 〜 19 世紀頃の

イギリスのパブリックスクールにおいてでした。各学校によってルー

ルが異なっていましたが、1846 年にケンブリッジ大学で立案され

たケンブリッジルールが基になって、1863 年にはロンドンでフット

ボール協会（FA）が正式に発足、統一されたルールが作られました。

その過程で、名門パブリックスクールのイートン校の「手を使うこと

を制限するルール」と、ラグビー校の「手を使うことを許可するルール」

が対立、FA の会合により、手を使うことは禁止になりました。その後、

ラグビー派は FA を脱退し、ここから枝分かれしてラグビーフットボー

ルが生まれました。

パブリックスクールで始まったサッカーは世界中に広がり、1904 

年には FIFA（国際サッカー連盟）が設立され、1930 年に FIFA ワー

ルドカップの第1回大会がウルグアイで開催。2018年のワールドカッ

プ・ロシア大会では全世界の総視聴者数が 35 億人を超えるなど、今

では世界最大のスポーツイベントになっています。

欧州にはイングランドのプレミアリーグ、スペインのラ・リーガ、

イタリアのセリエ A、ドイツのブンデスリーガ、フランスのリーグ・

アンといったプロ・サッカーリーグがあり、いずれも絶大なる人気を

誇っています。                                                        （名取 由恵）

サッカーの歴史

参考・日本サッカー協会




